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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
気候感度、最大の難問の一つ。気温が変化する原因を与えたときに、気温がどれくらい敏感に変わるか。
温室効果増大から気温上昇までは比較的よくわかっている。
フィードバック。例えば、温暖化すると水蒸気が増えるが、水蒸気は温室効果気体。
温暖化して雲がどう変化するかを予測するのは難しい。
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